






























































































































約 3 度 40 分北に傾き、多賀城Ⅰ期の方位とも大きく異なる。また、棟門の中心から東に







































 さらに、石組暗渠の東半部と道路側溝とが第 13 層で埋まったのち、石組暗渠の東半部
と同位置で、最も古い道路の盛土の上面から掘り込んで構築されたのが素掘暗渠
（SD1413B）と瓦組み枡（SX1414）である（図 6）。この瓦組み枡に使用された瓦は、宇













およそ次の 4 点である。 
 
①第 1 号木簡               ②第 2 号木簡 
     『□ □』                     □□
（菊多ヵ）
郡君子部荒國 
里万呂姉占部麻用売         
弟万呂母占マ小富売□        
        戸主同族［ ］           
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③第 18 号木簡               ④第 19 号木簡 
    主典一                   □師
（鉦ヵ）
四 
                          （第 18・19 号は同一木簡の削屑） 

































































































































































2.5 メートル、深さは 2 メートル近く埋設し、径約 30 センチメートルの栗材の丸太を密接
して立て並べた構造である。柵木塀の外側約 9 メートルに幅 3～5 メートルの濠があり、
さらにその外側約 50 メートルに 3.0～3.5 メートルの外濠を有するなど、まさに藤原京を
四分の 1 に縮小した構造をもつ。一方、前期多賀城の柵木塀は、幅約 0.7 メートル、深さ
約 0.8 メートルの布掘内に径 15 センチメートル前後の丸太材を密接して立て並べた塀を
約 1.5 メートル離し、二条で一対の構造をもつ。門は南側の柵木塀に取りつけられ、心心

















































菊田郡を除く 5 郡、石背国で 6 郡、さらに和銅五年に出羽郡に割譲した 2 郡を加えると、
計 13 郡を失った状態になる。残された陸奥国は、仙台平野以南の宮城・名取・柴田・刈
田郡の 4 郡と黒川以北 10 郡となり、和銅五年以前と比べると、面積において半分以下、
郷数では 156 あった郷が 63 郷となり、約 40 パーセントに縮小された結果におちいる。し
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      〃     もたないもの 4 
外周に平行叩き目をもつもの 2 
(B) 多賀城114型式ヵ 
      〃     もたないもの 0 
外周に平行叩き目をもつもの 2 
(A)(B)のいずれか不明 































































































































をした女瓦が大半をしめる。凸面と凹面の調整痕をみると、女瓦一 A 類・B 類・C 類・D 類
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図13 宮城県多賀城跡調査研究所『多賀城跡政庁跡本文編』 1982 








図22 １・２・４ 水戸市立博物館所蔵品より拓本・実測 
   ３・５   辰馬考古博物館所蔵品より拓本・実測 
図23 辰馬考古博物館所蔵品より拓本・実測 
図24 １～8  図11に同じ 
   9～14 辰馬考古博物館所蔵品より拓本・実測 
   15   水戸市立博物館所蔵品より拓本・実測 
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(17) 藪中五百樹「奈良時代における興福寺の造営と瓦」『南都仏教』第64 東大寺 1990 
(18) 藪中五百樹「興福寺式軒丸瓦と鬼瓦製作技法の研究」『立命館大学考古学論集Ⅰ』立命館大学考古 
学論集刊行会 1997 
(19) 毛利光俊彦・花谷浩『平城宮発掘調査報告書ⅩⅢ』奈良国立文化財研究所 1991 





科学研究費 一般研究 C』 1994 
(24) 註23に同じ 
(25) 栗原和彦氏は、別の観点から粘土板巻作りの老司Ⅱ式宇瓦を一枚作りに想定する(註7c に同じ)。 
(26) 註19に同じ 
(27) 鴻臚館調査事務所において実見させていただいた。 
(28) 奈良国立文化財研究所『平城京・藤原京出土軒瓦型式一覧』 1996 
(29) 註17に同じ 
(30) 註19に同じ 

















   本来なら、大宰府Ⅱ期政庁の中門と南門の地鎮祭に際して使用された長頸壷と短頸壷の年代を問 
  題とすべきであるが、両器形とも短い期間で年代を特定しにくいので、ここでは使用することをさ 
  けた。ただ、両器形の示す年代幅は、杯類を中心とした年代観と矛盾するものではない 
(36) 大野城市教育委員会『牛頚ハセムシ窯跡群Ⅱ』大野城市文化財調査報告書第30集 1989 
(37) 註35に同じ 
(38) 註36に同じ 
(39) a 九州歴史資料館 『大宰府史論―昭和57年度発掘調査概報―』 1983 
   b 九州歴史資料館 『大宰府史跡―昭和58年度発掘調査概報―』 1984 
   c 九州歴史資料館 『大宰府史跡―昭和60年度発掘調査概報―』 1986 
   d 九州歴史資料館 『大宰府史跡―平成元年度発掘調査概報―』 1990 
(40) 註35に同じ 
(41) 註7b に同じ 
(42) 『藤氏家伝下 武智麻呂伝』 
























































































































































































































(10) 小田富士雄『九州考古学研究』歴史時代編 学生社 1977 
(11) 栗原和彦「筑紫観世音寺出土の軒瓦」『論苑考古学』 同明社 1993 
(12) 石松好雄「筑紫国分寺軒瓦考」『論苑考古学』 同明社 1993 
(13) 石松好雄「老司式軒瓦について」『九州歴史資料館研究論集8』 九州歴史資料館 1982 
   栗原和彦 註11に同じ 




(14) 山崎信二「桶巻作軒平瓦・製作工程」『考古論集』 潮見浩先生退官記念事業会 1993 


























































































































































































































































































































































































































(1)  須田勉 「前期多賀城の成立に関する試論」『考古学論究―小笠原好彦先生退任記念論集―』 真陽 














(15) 熊谷公男 「養老四年の蝦夷の反乱と多賀城の創建」『国立歴史民俗博物館研究報告』第84集 2000 
(16) 今泉隆雄 「多賀城の創建―郡山遺跡から多賀城へ―」『条里制・古代都市研究』通巻17号 条理制・ 
古代都市研究会 2001 
(17) 平川南 「多賀城の創建年代―木簡の検討を中心として―」『国立歴史民俗博物館報告』第50集 1993 














(28) 山中敏史 『地方官衙遺跡の研究』 塙書房 1994 







(35) 大橋泰夫 「国郡制と地方官衙の成立―国府成立を中心に―」『古代地方行政単位の成立と在地社 
会』独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所 2009 


















































































































































































































































































































































































(4) 須田勉 「下野薬師寺の創建」『史跡下野薬師寺Ⅰ―史跡整備にともなう調査―』南河内町教育委員 
会・国士舘大学文学部考古学研究室 2004 本書に収録 
(5) 註4に同じ 
(6) 『新抄格符抄』寺封部 
(7) 今泉隆雄 「多賀城の創建―郡山遺跡から多賀城へ―」『条里制・古代都市研究』通巻17号 条里制・ 
都市研究会 2001 
(8) 註7に同じ 
(9) 桑原滋郎 「多賀城と東北城柵」『大宰府と多賀城』 岩波書店 1985 
(10) 長島榮一 「国府の寺」『郡山遺跡―飛鳥時代の陸奥国府跡―』 同成社 2009 
(11) 『続日本紀』 天平勝宝元年七月乙巳条 
(12) 森郁夫 「わが国古代寺院の伽藍配置」『学叢』13号 京都国立博物館 
(13) 菱田哲郎 「古代日本における仏教の普及―仏法僧の交易をめぐって―」『考古学研究』第52巻第3 
号 2005 
(14) 『平安遺文』第一巻「筑前観世音寺資材帳」 
(15) 高倉浄彰 『大宰府と観世音寺』 海島社 1996  










(20) 進藤秋輝 『多賀城跡』 宮城県多賀城調査研究所 1982 
(21) 進藤秋輝 『下伊場野窯跡群』 宮城県多賀城調査研究所 1994 
(22) 高野芳弘ほか「多賀城の文字瓦(その1)」『多賀城跡調査研究所紀要Ⅲ』 1975 
(23) 須田勉 「長屋王政権の対地方政策に関する検討」『日本考古学』第15号 2003 本書に所収。 
(24) 熊谷公男 「近夷郡と城柵支配」『東北学院大学論集史学・地理学』21 1998 
(25) 『続日本紀』 和銅三年三月壬寅条 
(26) 笹山晴生 「『東人』と東国経営」『新版古代の日本 関東』 角川書店 1988 
(27) 北啓太 「征夷軍編成についての一考察」『書陵部紀要』39 1988 
(28) 註27に同じ 
(29) 『続日本紀』養老六年八月丁卯条 




(34) 山崎信二 「平城宮・京と同笵の軒瓦及び平城宮式軒瓦に関する基礎的考察」『1993年度文部省学 
術研究費一般研究 C』 1994 
(35) 『続日本紀』養老七年二月丁酉条 
















































































































































































































































































































































































































































































































 7世紀の創建 8世紀前半期の修造 8世紀前半期の新造 
武蔵国 5 4 10 
上野国 5 5 9 
下野国 2 2 1 
相模国 4 3 1 
上総国 7 6 6 
下総国 6 3 6 
常陸国 5 4 6 
































































































































































































(7) 『寧楽遺文』「藤氏家伝」下 武智麻呂伝 
(8) 三舟隆之「霊亀二年の寺院併合について」『明治大学大学院紀要』第24集 1987 





(14) 中井真孝「定額寺私考」『日本宗教史論集』上 1978 




(18) 須田 勉「下野薬師寺の伽藍と受戒施設」『宗教・民衆・伝統』 1995 
(19) 奈良国立文化財研究所『平城宮発掘調査報告ⅩⅢ－内裏の調査Ⅱ』 1995 
(20) 安藤鴻其「上総国に於ける平城宮系瓦の伝播と展開を巡って」『千草山遺跡発掘調査報告』 1979 
(21) 『日本書紀』天武十四年三月壬申条 



















































































































































































































































瓦の移動と考え、その系譜の初現を 8 世紀第Ⅱ4 半期に位置づけた
（14）
。 















































































に相当し、面径約 20cm、交叉波状文は 16 単位、中房蓮子数は1+5+10である。図8－4の C 類




























































































































































































































































































































































































































































































































































































(1) 須田勉 「光善寺廃寺」『千葉県の歴史 資料編 考古3』 千葉県 1998 
(2) 辻四郎 「武士遺跡」『千葉県の歴史 資料編 考古3』 千葉県 1998 




(5) 糸原清 「千葉寺廃寺」『千葉県の歴史 資料編 考古3』千葉県 1998 
(6) 山路直充 「下総国分寺創建期の製作技法と千葉寺廃寺の事例」『千葉県の歴史』45 千葉県 1993 




(9) 須田勉 「長屋王政権と対地方政策の検討」『日本考古学』第15号 日本考古学協会 2003 
(10) 茨城県教育財団編『常陸九重東岡廃寺』茨城県教育委員会 2001 
(11) 分析は黒澤彰哉氏による（茨城県立歴史館『茨城県における古瓦の研究』1994）。各型式番号も 
  同君に従った。 
(12) 須田 勉 2010 「古代地方官寺の成立－下野薬師寺の創建－」『比較考古学の地平』 同成社 
(13) 高橋一夫 「女影系軒丸瓦の一考察」『研究紀要』 埼玉県埋蔵文化財事業団 1982 
(14) 註 13 に同じ 
(15) 酒井清治 「緑山遺跡跡出土の瓦－勝呂廃寺の系譜の中で－」『緑山遺跡』埼玉県埋蔵文化財事業 
団1982 
(16) 酒井清治 「瓦当笵の移動とその背景」『研究紀要』第11号 埼玉県埋蔵文化財事業団 1994 
(17) 註 16 に同じ 
(18) 註 16 に同じ 
(19) 註 16 に同じ 
(20) 註 16 に同じ 
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(21) 註 16 に同じ 
(22) 註 15 に同じ 
(23) 坂戸市教育委員会の加藤恭朗氏のご教示による。 























(35) 大江正行 「考察」『田端遺跡』 群馬県埋蔵文化財事業団 1988 





(38) 栗原和彦 「出土瓦」『山王廃寺－平成20年度調査報告書－』 前橋市教育委員会 2010 
(39) 木津博明 「上野国の初期寺院」『関東の初期寺院 資料編』 関東古瓦研究会 1997 
(40) 栗原和彦 「山王廃寺と上毛野氏－出土軒瓦から－」『坪井清足先生卒寿記念論文集－埋文行政と 
研究のはざまで』 坪井清足先生の卒寿をお祝いする会 2010 
(41) 須田勉 「下野薬師寺の創建」『史跡 下野薬師寺Ⅰ』国士舘大学考古学研究室 2004 
(42) 註39に同じ 
(43) 註36に同じ 
(44) 高井佳弘 「上野国における一本造軒丸瓦の導入と展開」『研究紀要』22 群馬県埋蔵文化財調査事 
団 2004 
(45) 酒井清治 「瓦の製作技法について」『埼玉県古代寺院調査報告書』 埼玉県県史編纂室 1982 
(46) 昼間孝志 「国分寺造営時の地方寺院―米字状叩きからみた寺院造営のすがた―」『古代東国の考 
古学』 慶友社 2005 
(47) 高井佳弘・出浦崇 「上野の『山田寺式』軒瓦」『飛鳥・白鳳の瓦つくりⅤ』 奈良文化財研究所 2001 
(48) 出浦崇 「上植木廃寺の創建をめぐる諸問題」『古代東国の考古学』 慶友社 2005 
(49) 出浦崇 「縦置き型一本造り鐙瓦の製作と波及―上植木廃寺出土瓦の検討から―」『国士舘考古学』 
第3号 国士舘大学考古学会 2007 
(50) 註44に同じ 




(54) 須田勉 「「寺院併合令」と東国の諸寺」『人文学会紀要』第30号 国士舘大学文学部人文学会 1997 
(55) 『続日本紀』霊亀二年五月庚寅条、『寧楽遺文』「藤氏家伝」下 
(56) 『続日本紀』養老五年五月辛亥条 この中で、西海道には按察使を置かないので、七道は六道とす 
べきである（『続日本紀』二 新日本古典文学大系 岩波書店）。 
(57) 中井真孝 「定額寺私考」『日本宗教史論集』上 1976 
(58) 佐久間竜 「律令国家の氏寺対策―寺院併合令をめぐる問題」『仏教の歴史と文化』 1980 












(69) 『帝王編年記』第1 淡路廃帝 
(70) 註41に同じ 
(71) 佐藤信 「創建」『南河内町史 通史 古代・中世』 南河内町 1998 
(72) 「右京計帳」『大日本古文書』巻1 
(73) 「駿河国正税帳」『大日本古文書』巻3 
(74) 須田勉 『下野薬師寺―史跡整備にともなう調査―』 国士舘大学考古学研究室 1994 
(75) 山崎信二 「平城宮・京と同笵瓦及び平城宮式軒瓦に関する基礎的考察」『1993年度文学部科学研 
究室一般研究Ｃ』 1994 
(76) 註9に同じ 
(77) 平川南 「多賀城の創建年代―木簡の検討を中心として―」『国立歴史民俗博物館研究報告』50号  
1993 
(78) 熊谷公男 「養老四年の蝦夷の反乱と多賀城の創建」『国立歴史民俗博物館研究紀要』第84集 2000 
(79) 今泉隆雄 「多賀城の創建―郡山遺跡から多賀城へ―」『条里制・古代都城研究』通巻17号 2001 
(80) 伊東信雄 『多賀城跡発掘調査報告書Ⅰ―多賀城跡―』 宮城県教育委員会 1970 






(87) 山中敏史 『古代地方官衙遺跡の研究』 塙書房 1994 
(88) 大橋泰夫 「古代における瓦倉について」『瓦衣千年』 森郁夫先生還暦記念論文集刊行会 1999 
(89) 昼間孝志 「複弁軒瓦の伝播―北関東から東北へ―」『古代社会と地域間交流―寺院・官衙からみ 
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た関東と東北―』 日本考古学協会第76回総会実行委員会 2010 
(90) 『続日本紀』霊亀二年五月辛卯条 
(91) 富元久美子 『堂ノ根遺跡 第一次調査』 飯能市教育委員会 2003 
(92) 高麗郡の郡名寺院と考えられる女影廃寺からは、新治廃寺と同笵鐙瓦が出土している。 
(93) 眞保昌弘 「陸奥国南部における川原寺系鐙瓦の展開とその意義」『古代社会と地域間交流―寺院・ 































































































































































































































































































(1) 山中敏史 『古代地方官衙遺跡の研究』 塙書房 1994 
(2) 須田勉  「初期長屋王政権の対地方製作に関する検討」『日本考古学』第 15 号 日本考古学協会 2003  
本書に収録。 
(3) 須田勉 「多賀城様式瓦とその意義」『研究紀要』第 34 号 国士舘大学文学部人文学会 2005 本書に 
収録 
(4) 野村忠夫 『奈良朝の政治と藤原氏』 吉川弘文館 1995 
(5) 毛利光俊彦・花谷浩 『平城宮発掘調査報告書ⅩⅢ』 奈良国立文化財研究所 1991 
(6) 宮本長二郎 『平城宮発掘調査報告書ⅩⅢ』 奈良国立文化財研究所 1991 
(7) 小沢毅 「平城宮式軒瓦の同笵関係調査 壱岐嶋分寺の軒丸瓦 6284A」『奈良国立文化財研究所年報  
1992』 1993 
(8) 行橋市教育委員会 『椿市廃寺』 1980 
(9) 山﨑信二 『平城宮・京と同笵の軒瓦及び平城京式軒瓦に関する基礎的考察』 1983 年度文部科学 
省学術研究費一般研究 C 1994 





者であったと考えられる(『大日本古文書』第 1 巻 「右京計帳」)。 
(12) 「駿河国正税帳」にみえる宗蔵は、従者を 11 人連れていた。同じ正税帳にある従四位下小野朝臣 
は従者を 12 名連れていることから、宗蔵の身分は、俗官の従四位下に相当するクラスであったと想 
定できる(『大日本古文書』 「駿河国正税帳」)。 




(14) 今里幾二 『本町遺跡』 姫路市教育委員会 1984 
(15) 註 9 に同じ 
(16) 註 1 に同じ 
(17) 今泉隆雄 「８世紀造営官司考」『文化財論叢』 奈良国立文化財研究所創立 30 周年記念論文集刊 
行会 
(18) 興福寺の創建軒先瓦である 6301A 鐙瓦と 6671A 宇瓦を模倣した、6301B と 6671B の組み合わせの 
軒先瓦が、平城宮の北東官衙ブロックからまとまって出土する。この時始めて、京の瓦である興福 
寺式軒先瓦が、宮の建物に使用される。この組み合わせの軒先瓦は、興福寺からはほとんど出土し 
ないので、平城宮の改作に向けて興福寺式軒先瓦が製作されたことは間違いない(註 2 に同じ)。そ 
の背後に、造営卿藤原武智麻呂の存在が考えられる。 
(19) 奈良国立文化財研究所編 「元正天皇の御在所」『平城宮発掘調査報告書ⅩⅢ』 1991  
 
